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現生人類の出現とユーラシア大陸への拡散

Kaifu, Izuho, Goebel (2015)
Texas A&M University Press

• 人類化石証拠，DNA証拠，文化証拠，
古生態証拠，古気候・景観証拠に基
づく総合的研究。

• 現生人類は約20万年前にアフリカで
出現。

• ユーラシアの最初期拡散は，5〜4万
年前（6万年前を遡るとの意見もあ
る）。

• ユーラシアの上部旧石器時代は，現
生人類の出現から，いわゆる新石器
革命と農耕の発生（≒1.2万年前）
までを指す。

• 4〜3万年前以降にユーラシア各地で
社会の地域化・多様化が特に進んだ。



• 石器文化・技術編年（文化史年表）の構築が
ほぼ完了。

• 全球的な気候変動と，それに伴う列島周辺の
生態系変化に対する現生人類の適応プロセス
とメカニズムの解明へ，研究の枠組みが変化。

• 日本列島に固有の地域性と，他地域と共通性
する特徴の両方を明確化する。

• 現生人類の全球拡散史における意義を明らか
にして世界の研究と共有する。

地底の森ミュージアム（仙台市）

日本列島の上部旧石器時代研究の枠組みと意義

地底の森ミュージアム（仙台市）



4〜3万年前の日本列島

• 比較的温暖・湿潤な気候下で森林が卓越した
景観だが，全球の気候変動よって引き起こさ
れたモンスーンや海流変化に伴い，陸域の気
候は不安定だったと推定される。

• 亜寒帯から亜熱帯にかけて，多数のマイク
ロ・バイオームが存在するユニークな生態系
の連鎖。

（1）古サハリン北海道千島半島：亜寒帯の常
緑針葉樹林。

（2）古本州島：冷温帯〜温帯の常緑針葉樹林
と落葉広葉樹林。

（3）P-Ryukyu（古琉球諸島）：亜熱帯〜暖温
帯の常緑針葉樹林。

Hayashi and Takahara (2015)を一部改変

トウヒ属の常緑針葉樹林

落葉広葉樹を伴う常緑針葉樹林

落葉広葉樹林

温帯針葉樹と落葉広葉樹の混交林

マツとブナの混交林

亜熱帯と暖温帯種の常緑針葉樹林
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• 3.8万年前に現生人類が出現する（Izuho 
and Kaifu, 2015）。

• 渡来ルートは琉球列島経由，朝鮮半島経
由，及びサハリン北海道経由。琉球列島

と朝鮮半島経由が早く、北海道はやや遅
れる（Morisaki et al., 2019; Nakazawa and 
Bae, 2018）。

• 森林景観での台形様石器と基部加工尖頭
形石器を用いた狩猟（Sano 2016; Morisaki 
et al., 2019）。

日本列島の現生人類代文化の出現

Sano (2016)


